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【
後
述
】 

   

小
説
に
後
述
と
は
些
か
奇
妙
で
あ
る
が
、
一
言
添
え

た
い
。 

  

本
作
品
は
、
平
成
２
０
年
に
房
州
日
日
新
聞
で
連
載

さ
れ
た
小
説
「
春
の
國
」
の
黎
明
編
と
し
て
書
き
下
ろ

し
た
も
の
の
発
表
す
る
機
会
も
な
い
ま
ま
置
か
れ
て
い

た
も
の
を
再
校
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

幸
い
な
こ
と
に
平
成
２
４
年
に
募
集
の
あ
っ
た
「
雅

出
版
大
賞
」
に
て
、
本
作
品
は
佳
作
を
頂
戴
し
た
。
今

回
原
稿
は
そ
れ
を
新
聞
原
稿
に
再
構
成
す
る
と
と
も
に
、

前
期
里
見
氏
最
後
の
当
主
・
義
豊
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て 

「
な
ぜ
、
天
文
内
乱
に
至
っ
た
の
か
」 

を
、
史
料
で
は
読
み
解
け
な
い
部
分
と
し
て
思
考
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
結
果
、
こ
の
作
品
の
オ
チ
が
、
前

作
「
春
の
國
」
に
結
び
つ
く
構
成
と
な
っ
た
次
第
で
あ

る
。。 

 

前
作
の
黎
明
に
あ
た
る
「
犬
掛
の
乱
」
を
描
く
小
説

が
世
に
な
い
の
は
、
恐
ら
く
里
見
氏
と
い
う
、「
南
総
里

見
八
犬
伝
」
以
外
に
は
実
像
や
事
蹟
さ
え
知
ら
れ
て
い

な
い
、
名
前
く
ら
い
は
一
応
わ
か
る
と
い
う
程
度
と
い

う
、
不
幸
な
一
族
ゆ
え
と
し
か
例
え
よ
う
が
な
い
。
作

家
が
調
べ
よ
う
も
な
く
、読
者
も
知
ら
な
い
出
来
事
は
、

総
じ
て
歴
史
小
説
と
し
て
は
、
と
か
く
敬
遠
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。 

 

現
在
、
里
見
氏
の
子
孫
は
「
全
国
里
見
一
族
交
流
会
」

を
結
成
し
、
更
に
は
「
房
州
里
見
会
」
等
々
、
各
地
で

結
束
し
て
い
る
。 

 

不
肖
、
当
方
も
そ
の
根
底
と
な
る
作
品
の
素
案
に
携

わ
り
、「
春
の
國
」
以
降
の
時
代
、
丁
度
、
信
長
・
秀
吉
・

家
康
が
活
躍
し
た
頃
の
里
見
氏
三
代
を
、
長
編
作
品
と

し
て
既
に
構
想
を
終
え
て
い
る
。 

  

本
編
は
、
そ
れ
ら
の
源
流
と
な
る
も
の
で
、
畏
れ
多

く
も
先
述
諸
団
体
等
の
ご
理
解
を
賜
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
こ
こ
に
申
し
述
べ
る
。 
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参
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献
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史
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史
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◇
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◇
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Ｈ
Ｐ
文
庫
・
刊 

 

◇
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・
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史
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篤
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史
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史
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特
集 
戦
国
の
常
識
・
非
常
識 

２
０
０
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◇
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二
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Ｋ
Ｋ
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ー
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